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Confidential
エナリス脱炭素サミット2025

「脱炭素社会の実現に向けたアグリゲーションビジネス最前線」

なぜ、いま
EVによるVPPが必要なのか？
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会社概要

会社名 株式会社REXEV REXEV.inc

本社所在地 東京都千代田区神田淡路町1-9-5

創業 2019年1月

資本金 1億円 （2024年6月末現在）

創業メンバー 代表取締役社長CEO 渡部 健

取締役COO 藤井 崇史

取締役CPO 盛次 隆宏

社員数 20名（正社員）

事業概要 EV管理プラットフォーム提供事業

EVエネルギーマネジメント事業

EVリソースアグリゲーション事業

EV特化型カーシェアリング事業

出資会社の一例

Renewable Energy × Electric Vehicle
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脱炭素社会を実現するために

脱炭素社会を実現するために

大胆なエネルギー転換が必要不可欠

再生可能エネルギーへのシフト

モビリティの電動化

再エネで充電して走る

変動を調整して安定電源に

EVを蓄電池としても活用することで、再生可能エネルギーの弱点であ
る自然変動をコントロールして、再生可能エネルギーの普及拡大に貢
献することが可能

EV社会インフラ化構想

再生可能エネルギーとEVのより良い関係を創り出す！
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ı

脱炭素社会実現という世界共通の課題

脱炭素社会実現

再エネ転換 EV転換 省エネ推進
（熱利用や断熱）

対応すべき主な課題
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電力の安定供給における大前提

リアルタイムに需要と供給が一致
発電量が多くても、少なくても停電が発生してしまう
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再生可能エネルギーへの転換で何が起こるか？

自然変動性の再エネが大量に導入されると・・・

電気を届ける側が不安定

再生可能エネルギーは
出力コントロールができない

需要と供給のバランスがくずれる

停電が発生する

ボラティリティが大きい

再エネ発電所がそもそも作れなくなる可能性も！
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変動する電力を調整する

再エネが必要不可欠
変動する再エネを安定的かつ
安価に活用できなければ
脱炭素社会は実現できない

そのためには

電力を調整する機能
が必要不可欠

EV車載蓄電池をクラウド上で束ねて
仮想的な大きな蓄電池として活用する

大型揚水発電

調整用火力

様々な電力の調整力

定置用蓄電池
（系統用蓄電池）

発電所を建設する

EV
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安価な電力調整機能 動く蓄電池活用という発想

安価な
調整機能

定置型蓄電池

EV＝動く蓄電池

メリット デメリット

確実性高

メリット デメリット

確実性低

コスト高

コスト安
量が多い

この不確実性をマネージすることができれば安価で且つ大規模な調整力の提供が可能
REXEVはこの不確実性をマネージしてEVを動く蓄電池として活用することを実現します

車として移動してしまう・・・
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経済産業省（発電コスト検証WG／2024年12月16日発表）
【モデルプラント方式の発電コスト】2040年の試算の結果概要（暫定）
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経済産業省（発電コスト検証WG／2024年12月16日発表）
【統合コストの一部を考慮した発電コスト】2040年の試算の結果概要（暫定）
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統合コストの一部を考慮した発電コスト
2040年の試算結果（DR・併設蓄電池）
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EV運用管理と充電管理の一体型プラットフォーム

車両管理システム 充電/放電管理システム

eモビリティ・マネジメントシステム

デジタル
日報作成

予約ツール（アプリ・WEB）

管理ツール

充電/放電タイミング制御

ON OFF

国内初！

⚫ EV車両管理とEV充放電管理を一体と
して管理するシステムを国内で初めて
開発

⚫ これにより車両状況を推定し、EVを
動く蓄電池として社会実装

⚫ これにより競争力のある電力の調整力
を電力会社や再生可能エネルギー発電
会社に提供することが可能に

⚫ 再生可能エネルギーの普及促進に貢献
することができる

先進的！
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導入事例について

三菱UFJ銀行様の事例
EV台数：18台

東京電力パワーグリッド様の事例
EV台数：28台

脱炭素を目的に毎年多くのEVを導入されている企業様向けに
REXEVのスマート充電器等サービスをご導入いただいております

◼ピーク電力抑制機能や日中のPV余剰時間帯での充電を実施
◼市場価格連動型充電マネジメントで安価な時間帯での充電も実施
◼今後はEVをVPPとしても活用し、需給逼迫時の節電協力や再エネ余剰吸収など社会イン
フラとしての役割も果たし、広く社会に貢献していくことも目指された取り組み
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ご参考：社会課題解決につながるシステム活用例①

例えば・・・

10万台のEVがREXEV Platformに繋がっていたら・・・

50
万kW

＝

ヴァーチャルパワープラント（VPP）
仮想発電所

大型揚水発電所に匹敵

新たに揚水発電所を建設しなくて済む
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ご参考：社会課題解決につながるシステム活用例②

九州電力の出力制御
太陽光発電所ほぼ全て対象に

太陽光発電の出力制御
九州エリアから

北海道・東北・四国・沖縄
にも拡大

例えば・・・

10万台のEVがREXEV Platformに繋がっていたら

400 万kWh

の蓄電池

＊40kWh/台バッテリーで試算

＊定置用蓄電池1kWh＝7万円とした

蓄電池価値単純換算
2,800 億円

EVバッテリーでPV余剰電力を吸収

ほとんどのEV車両は、移動価値として代金を回収することができるため
この2,800億円の蓄電池価値をほとんど無料で使える
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電力需給逼迫時にEVの電力を活用することを実用化！
～今夏から関東エリアの調整力として提供開始～

【背景・目的】

⚫ 電源I’厳気象対応調整力として、EVに蓄えられた電気を活用した調整力の提供を2022年夏季から開始

⚫ 電力の需給ひっ迫時にEVに搭載された蓄電池から電力を取り出し、EV設置の需要場所の電力を賄うことで、系統からの電力量を抑制

⚫ EVのような容量の小さい分散型電源を調整力に活用することは、技術面・ビジネスモデルの面からも課題はあるが、当社とエナリスは、

2021年度に共同で実証事業を展開し、その結果を受け、電源I’厳気象対応調整力

小田原・箱根エリアを中心に展開しているカーシェア事
業で運用している車両を活用し、カーシェアとして使用
されていない時間帯を利用して調整力を提供します。

将来、当社eMMPと連携されるEV全てを
対象に拡大していく

節電報酬 ￥
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世界では・・・

テスラ社もVPP事業に参入
もちろん再エネ事業にも参入

テスラはEVメーカにあらず・・・
テスラはエネルギー企業である
（イーロン・マスク談）

今後はテスラのEVでVPPも・・・
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既存の業界軸ではなく脱炭素軸による再編

電力会社

火力等既存発電会社

自動車

内燃機関自動車

脱炭素
CO2を排出
しない

効率化
CO2をでき
る限り削減

分社

業界軸ではなく、脱炭素軸で再編

Ex. ルノー日産／ホンダｘSONY／日産・ホンダ・三菱連合の動きなど

Ex. ドイツ電力会社（E.ON／RWE）の動き

CO2の観点か
ら相反関係

トヨタは自動車メーカー企業、テスラは脱炭素実現企業

再エネ発電会社

EV
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